





































































































2021年 2 月27日（土）13：00 ～ 16：00
　開講の挨拶
　関西福祉科学大学健康福祉学部　教授
　関西福祉科学大学EAP研究所　所長
　長見まき子
13：00 ～ 16：00　＜講義・グループワーク＞
　専門職が身につけたい
　「クライシス・緊急事態リスクコミュニケー
ション」～職場クラスターやコロナ鬱への
対応法～
　講師：グローバルヘルスコミュニケーションズ
　　　　代表　保健学博士
　　　　蝦名玲子
Ⅲ．おわりに
基礎理論コースでは、メンタルヘルスの
基礎について、臨床心理士や精神科医、大学
教授、法律の専門家など多岐にわたる講師か
ら幅広いレクチャーが行われた。特に本年度
では、法知識の講義において、コロナ禍とい
う特殊な状況において、どのような対応が考
えられるか等、実践的な内容の講義も行われ
た。また、各時間のグループワークでは参加
者間で感染予防に留意しながらも活発な議論
が交わされ、日常業務では聴くことができな
い他の立場の方の意見や考えを知る良い機会
を提供できたと思われる。
講座後のアンケートにおいても、内容の
満足度について、ほとんどの参加者が満足で
あると答えられ、「大変勉強になった」「職場
復帰プログラムや健康管理規定など取り組む
べき内容がみえた」「全体を通して丁寧なセ
ミナー運営で、落ち着いて受講できた」など
の感想が寄せられた。また個々のプログラム
に対して、『勤労者に見られるメンタルヘル
ス不調』では、「大変勉強になった」、また、
『メンタルヘルスの法知識』では、「法律対応
の硬軟合わせたセミナーで参考になった」な
どの感想も寄せられた。
演習コースの 1 日目においては、株式会
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社ハピネス・アイの小牟禮尚子先生による『ス
トレスチェックと職場環境改善』について、
また 2 日目は医師でもあり社会保険労務士
でもある森本産業医事務所の森本英樹先生に
よる『ケースで学ぶ実践型メンタルヘルス対
応』についてのレクチャーとグループワーク
が行われた。
『ストレスチェック・職場環境改善』に関
しては、昨年度同様、参加者の関心も高く、「職
場改善を行う際には、さまざまな意見を出す
ことが重要だと感じた」「ストレスチェック・
職場環境改善についてしっかりと学べた」な
どの声が聞かれた。また 2 日目の『ケース
で学ぶ実践型メンタルヘルス対応～休復職対
応を中心に～』では、「困難事例は思い当た
ることが多く、今後の対応に活かしていきた
い」「事例が多く、大変勉強になった」「具体
例を通し、活発な情報や意見交換ができ充実
していた」などの感想が寄せられた。
アドバンストコースでは、クライシス・
緊急事態リスクコミュニケーションについ
て、ZOOMを使用したオンラインでの講義
とブレイクアウトルームによるグループワー
クが行われた。講義は『緊急時にやりがちな
信頼を失うコミュニケーション、信頼を獲
得するコミュニケーション』『コロナ鬱にな
る人とならない人の違い』『「SOC」を高め、
心を守るコミュニケーション』をテーマに進
められ、「ダイヤモンドプリンセス号の混乱
に際し、もしあなたが感染管理対応の責任者
だったらどんなコミュニケーションをとって
いましたか？」などの講師の問いかけに対し
活発な意見交換がなされた。参加者からは「情
報伝達をする際の重要なポイントを学べた」
「事例が大変分かりやすかった」などの感想
が寄せられた。
 （報告者：段朋子）
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